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1

＞間もなく一冊の本『銀のまちをつくった

人々』が完成しますが、まず、もっさん（本

宮）の今の率直な感想は？ 
 
僕、そんな思い入れがないんです。形になっ

た時は嬉しかったんですけど、そんなにこの

本に愛着があるかって言ったらそうでもな

い。だから今日も、大森行ったときに、「あの

本の…」とか言われたんですけど、「あ、そう

言えば作ったわ」みたいな感じで。 
 
＞向かっていた先はこの本を作ることではな

かったということ？  
 
取材した先の人が「自分の話を表に出してく

れてありがとう」という期待をどっかに持っ

ていてくれているんだろうなという、それだ

けが僕のモチベーションだったんです。あと

は、その人に会って話ができて「こういう人

もいるんだ」という僕の経験が得られるとい

うことです。だから、あまり本を作るという

ところに焦点は向いていなかったような気が

しますね。 
 
＞できあがった書籍を見ると、「ふるさとの財

産」のひとつができたって外の人間からでも

感じますが。 
 
これができることで、大森だけでなく大田市

の人が、地域を再評価する。自分たちの財産

とか地域を再評価することができる。簡単に

言えば「案外いいじゃん」というのがひとつ

のねらいだったし、またこれを外の人が見て

評価するというのもひとつのねらいだったん

です。確かに、財産と言えば財産ですよね。 

2

＞内部からの評価と外部からの評価では、編

集者本人としてどちらに重きを？ 
 
やはり内部なんです。松葉登美さんと中村俊

郎さん以外は、正直言って「この人だれ？」

なんです。「この人だれ？」っていう人たちの、

あまり知られていない話を聞いてくるのが、

聞き書きのいいところ。 
 
＞世の中であまり知られていない人たちにス

ポットをあてる意味は？ 
 
世の中で価値があると思われるものは、結構

遠い世界のものだと思うんです。例えばテレ

ビの中で、こんなアイスが美味しいとかこん

な便利な文房具がありますとか。海外に行っ

ているスポーツ選手が凄いとか、それを見た

からと言って僕らの生活が充実するかと言う

と、本質的にはそうではない。 
足元にあるものに目を向けるひとつのキッカ

ケとしてやっているのが、ふつうの人に話を

聞く「聞き書き」です。完成した本を見て、

本人たちは「案外自分たちの生活はいいんじ

ゃないかな」とまず思う。それを見た人たち

が、自分たちをこの人たちの立場に置き換え

ることもできるかもしれないし、そうしたら

自分の身近な生活とか、手元にあるものに価

値を見出せるのではないかと思います。 
 
＞改めて、この本が作られたキッカケは？ 
 
東京にいた時に僕は父親と確執があって…。

でも、父親をないがしろにして先に進めない

なぁと思って喰らいついて話をしていたんで

す。お父さんは自分の話を喋らない人なんで
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3

すね。すると家系図みたいなものを書いてく

れた。うちの父親は、お父さんとお母さんが

早くに亡くなっているんです。そのふたりが

居れば父親の話が聞けるんだけど、居ないか

ら、じゃあそれに代わる人は誰だ、と。昔お

世話になっていたお婆さんが千葉県にいて、

「ちょっとその人に連絡とって」と父親に頼

むと、すぐに喜んで電話をかけてくれて。「僕

はお父さんのことをあまり知らないから、昔

のお父さんのことを聞きたい」と言って、千

葉県に一人で行きました。すると、うちの父

親の話じゃなくてお婆さんの自分の苦労話を

バーっと話してくれて。息子と娘を育てるた

めにオニギリ屋を始めようと思った、って。

じゃあ、オニギリ屋を始めるためには何をし

たらいいかと考えて、他のオニギリ屋に忍び

込んで修業をしたとか。そんな話を聞いてイ

メージしていると、別世界ですよね。 
で、肝心なうちのお父さんのことは？と聞い

たら「お父さんは、昔は優しい子だったよ」

って。その「優しい」って言葉を聞いて「あ

ぁ…！」と思って。僕もよく優しいって言わ

れるわって。僕とお父さんはやっぱり親子だ

って。「優しい」って気が弱いとかそういう風

に悪くとらえていたけど、自分は自分でいい

んだって思って安心したんですよね。 
東京にいるとあまりルーツに触れる機会って

ないです。案外お婆さんの話って面白いなっ

て。最初は怪訝そうな顔をしていたのに、「入

りなさいや」って。ご飯も食べさせてくれて、

結局５，６時間話を聞いて、僕も勝手にメモ

をとってて。家を後にする時も、また来なさ

いやーって言われて嬉しくて。 
「自由大学」（―注）ってコミュニティがあっ

て、そこでみんなで起業のアイデアを出し合

4

った時に「おじいさんおばあさんの話を聞く

のって面白いと思うんです、お金になるか分

からないけど」って僕が言った時、「それ既に

やってるよ、聞き書きってのがあるんだよ」

って。「へー、聞き書き」って思っていたら、

この大田市の「田舎で働き隊！（ＮＰＯ法人

緑と水の連絡会）」の募集に「聞き書き」って

書いてあって、和田さん（事務局長）に「聞

き書きに興味があります」って言うと「そん

なこと言う若い子は滅多にいない、君みたい

な人に来てほしい」って言われて。それがき

っかけで、この本の製作にも関わることにな

りました。 
会社を辞めて１年半ぐらいフリーターやって

いたころ、自分のやりたいことがよく分から

ないけど、田舎に住みたいとか、語学が使い

たいとか、本を作ってみたいとか色々あって、

そろそろ何かやらなきゃって思って。田舎暮

らしはおじちゃん、おばあちゃんになってか
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らでいいじゃんって感じだったのですが、ど

うせだったらすぐ始めちゃえばって、ここに

行きついたと思うんですね。それで１年目に、

この大田市の聞き書きの本（『明日に伝える暮

らしの記憶』2011年刊）ができました。 
 
＞その１冊目から２冊目への経緯は？ 
 
１冊目の出版パーティをやったんですよ。話

し手のおじいちゃんおばあちゃんと、聞き手

の若い人たちと、地域で協力してくれた人た

ちが来てくれました。その本に出てくる石賀

末太郎さんっていう大森町の９０何歳のおじ

いさんがいるんですけど。その人のお話はち

ゃんと知っている人じゃないと校正できない

ような深い内容だったんです。その校正をお

願いしたのが、今回２冊目に出てくる吉岡さ

んだったんです。で、吉岡さんに原稿の確認

で協力してもらったこともあって出版パーテ

ィに招待したら、喜んで来てくれて、「自分も

そういう話ができるぞ」ってオーラが凄い出

てるって和田さんや高橋理事長が言ってて、

僕も感じていなくはなかった。何とかあれを

汲み取ってあげたいというのがこの本の一番

最初の発端。「自分だって」っていうおじいさ

んおばあさんが出てくるであろうとは、実は

１冊目を作りながら感じてました。そこが繋

がりですね。 
 
＞半年以上、１年近くかけての編集作業だっ

たと聞きますが、モチベーションは維持で

きましたか？葛藤はありませんでしたか？ 
 
ありましたね。正直、１年目終わった時に東

京に帰りたくなくてこれからどうしようと思

6

って。大田を離れてどこかっていう場所もな

いし。 
石賀末太郎さんの聞き書きをやったのが世界

遺産専攻の本間悠子さん（筑波大）で、実際

動けるのは本宮君がいる。じゃあこの２人が

中心となって石見銀山の本をつくれるじゃな

いかという企画で、世界遺産登録前までの史

跡保護活動を記録した「プロジェクト X」の
ような本にしたいというような話が、和田さ

んからあったんですけど、僕と本間さんはそ

の話を聞いた時は「どうなんだ？？」と。聞

き書きじゃなくて記録集を作るというニュア

ンスだったから、本間さんからも「もっちゃ

ん、記録集なんて作りたくなかったら断わっ

た方がいいよ」って言われて迷いもあって。 
そんな矢先に、それを実現できる事業が見つ

かったって、和田さんからいきなり電話があ

って「こういう話あるけど、進めちゃってい

いよな？どうなんだ？」って。すぐに返事を

出さないといけなかったみたいで僕は「はい」

って言うしかなくて、結局話が進んだけど、

僕は腑に落ちない。一体何を作るんだ、記録

をとるなら別に僕じゃなくてもいいじゃんっ

て。聞き書きじゃないでしょ、若い人がやら

なくても誰でもいいんじゃないって。必要と

されている感がなかった。だからモチベーシ

ョンはすごく低かったですよね。何でやらな

きゃいけないのか、でも生活しなきゃいけな

いし、そういう葛藤。 
最初は本間さんと僕だったんですが、途中か

ら富田君、波多野君、ナッタポンさんが加わ

り、角さん（島根県教育庁文化財課）もスタ

ッフみたいな立場で加わり、和田さんは援助

するみたいな立場で。リーダーは僕だ…ここ

が問題なんですよ。物事を決めてマネージメ

『銀のまちをつくった人たちの話』	
 制作秘話	
 



 5 

 
  

7

ントはすべてリーダーがするというリーダー

像は、僕は正直、嫌だったんです。でも、こ

こではそういうリーダーを求められていて、

編集会議で、みんながワーワー話をして、「で、

どうするのもっちゃん。やるの？やらない

の？」っていう空気があって苦しかった。僕

は別に石見銀山に興味ないもん。 
でも、僕は人の期待に応えられる自信もあっ

て。それは和田さんの期待とかじゃなくて、

インタビューした先の人が期待をしてくれ

て、自分が出会いを楽しめれば、インタビュ

ーしている間にモチベーションが上がってく

るかもしれないです、ってその時点で既に和

田さんには言ってあったんです。 
 
＞その葛藤はいつまで？ 今も？ 
 
今はないです。もう終わってしまったし。 
（2011年）８月、９月と、いろいろなお年寄
りに取材しているうちに、昔の大森の姿のポ

イントが段々頭の中に入ってきているのがわ

かってきたんですよ。編集会議で付箋紙ワー

クショップをしてて、テープ起こしから拾っ

た言葉の中で「これは何だ？」という言葉が

結構あって、それを知っているのは話を聞い

た僕しかいなくて、「あ、やったぜ」って。そ

こでようやく「この時代のことは記録されて

いないんだ」っていうのをリアルに感じられ

たっていうこと。でもそれは１００のモチベ

ーションのうちの５０か６０くらい。もっと

モチベーションを上げてくれたのは、その後

の本編の７人の人たちに話を聞きに行った時

に、みんなが口をそろえて「何度でもインタ

ビューにおいで」「いつでもいらっしゃい」っ

て言ってくれたのが嬉しいなって。 

8

 
＞その「嬉しいな」っていうのは？ 
 
協力しようとしてくれているのに、僕が頑張

らなくてどうするという感じだったのでは。 
だって優しいですよね、何度でもおいでって

いうのは。だってみんな僕が何も知らないこ

とをわかっているんですよ。だからかな、嬉

しかったんですよね。結局若い人が行くだけ

で「あんた知らんだろ」って。そういうこと

なんです。だから「僕、聞きます」って耳を

傾けさえすれば、向こうは「教えてあげよう

じゃないか」となるわけです。 
 
＞聞く段階でも、文字にする段階でも、聞き

手として工夫してきたことは？。 
 
聞く段階での工夫は、まず製作期間・時間と

かを考えて、編集を考えた上で筋道を立てて

から取材に行かなきゃねって、ミーティング

で言われて・・。ナッタポン（東京大学）さ

んはそれができていたんですよ。もっちゃん

もやろうよって言われても、僕はあくまでも

聞き書きをやってきた人間で、聞き書きのポ

リシーが好きなんですよ。ナッタポンさんの

インタビューを聞いていると、ナッタポンさ

んは答えを予想しているんです。言われたこ

とに対してまた返すという、先読みをどんど

んしている。僕はそういうインタビューには

言わせている感があって意味ないじゃんって

思う。 
ナッタポンさんは、証言を記録することが彼

の仕事だったので、そういうインタビューを

しなきゃいけないからやっているけど、それ

と同じことをしてしまっては誘導なんです。
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それでは実際の姿は聞き取れないだろうと僕

は思っていて、聞き書きのスタンスは変えな

い。だけども予備知識をちゃんと持っている

とそれだけクオリティの高い話が聞けるって

いうのは確かです。最初のおじいちゃんおば

あちゃんから聞き出した知識で、どんどん自

分が頷ける回数が増えてきたことがそれを物

語っているので、本編の人たちに聞く前には、

最低限の知識と、何を聞こうということだけ

はリストにして行っています。 
誘導っぽい質問をしたことが一度だけあるん

ですよ。「それは楽しかったですよね」って言

ってみたんです。けど、相手の人は「んー…」

って。これ以上僕は嫌だなあって。そこから

10

はぶっちゃけて「実は、そういう時は楽しい

って思うのかなって僕は思ったんですよ」と、

そこからはお互い一対一の会話。「僕はこう思

うんですよ、あなたはどうですか」…やっぱ

り普通の会話、世間話をする中で聞けた話は

いくつかあったんじゃないかなと思う。 
 
＞表現にしてもそうだけど、話し言葉そのま

まとか方言とか口癖とか、話し手のカラー

や生き様が見える。…それはもっさんのス

タイル？ 
 
書く上では、その人しか言わなそうな言葉は

そのまま残すようにしました。それが繰り返

しとか、読む人に読みづらいものでも、でき

るだけ残す。和田さんは実際聞いていないの

で赤で直すんですが、「それはだめです」って

阻止するのが僕の役目。もちろん読む人の気

持ちも加味した上で、なるべく。実際に話を

聞いていて、「この言葉はすごくイメージがし

やすいな」という言葉、例えば「えっちら、

おっちら」という言葉っていうのは、吉岡さ

ん特有の言い方だと思うし。そういうのは残

すようにした。 
言葉を選ぶとき、僕が「あ！」と思った言葉

を載せるようにしていた。例えば河村さんの

「それはやっぱり自分の生まれた場所だし

ね。ここから逃げたらどうしようもない。は

はは。」本人には当たり前のことだと思うんで

す。でも僕にとっては「おー！」って思った

言葉で。 
 
＞分かる、分かる、印象に残ってて話のくだ

りも憶えてる。言葉の選び方が的を射ている。 
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実際「寄って呑んで」っていう言葉はみんな

もウケたくらい、この編集会議で。「この本の

タイトル、何にしようか」って、俺が「寄っ

て呑んで？」って言ったんだけど、「それいい

んだけど…呑んで、がねえ」ってなって、こ

れは飲み会のタイトルにしようかって。これ

もすごいいい言葉だし。 
 
＞一回しか読んでないんだけど、今聞いてい

る言葉それぞれどんなシーンで出てたのか

憶えているくらいだから、その人のカラー

が、表情まで浮かんでくるような印象があ

る。 
 
鹿毛さんは…擬音語が多いんです。「ポンポン

…」とか。 
 
＞シーンが想像に浮かぶ。当時って写真もそ

うだけどモノクロの記憶、それが擬音語と

かその人の独特の言葉で色味を帯びてい

く。１つの章が終わると、その人の人生が

でき上がってしまう印象。 
 
＞後半のところで、高校生がお年寄りのお話

を聞く企画の趣旨、意図は？ 
 
島根県の協働事業の審査員の吉田さん（山陰

合同銀行）が、子どもたちにも聞き書きをや

らせるという僕たちの提案に共感してくれて

ぜひやって欲しいって言われたんで、じゃあ

しっかりやろうって、和田さんと言ってて。

僕自身も、普段接することのない年齢の人た

ちに出会うことで刺激とか充実感が得られる

というのを実感していたので、それを高校生

にも感じてもらえたらなと。作品をしあげる

12

ことがこの子らにとって意味があるというよ

りも、出会いに行くこと自体がイベント的に

意味があるだろうと、やる前から思ってまし

た。 
 
＞行った子たちの感想、反応は？ 
 
僕と高校生２人と此下さんと４人で話をした

おばあちゃんがとても可愛らしい人で、顔と

か雰囲気とか、90歳とは思えないお若い感じ
だと僕も思っていたんですけど、帰りの車の

後部座席でそれまで「嵐」の話しかしてなか

った高校生たち２人が「本当、可愛らしいお

ばあちゃんだったがぁ」「あんなおばあちゃん

になりたい」って。あぁ、これは録音してお

きたかったって思うくらい嬉しかったなぁ。 
此下さんが最後に「いやぁ懐かしいわ。そが

な話したらああだったなあ…」って。ほんと
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これなんですよ。聞く人がいれば話すんだっ

て。 
 
＞やっぱり、私たち世代含めて若い子たちが

お年寄りの話を「聞く」だけじゃなくて「残

して伝える」っていうところに改めて意義が

あるなぁと思うんですけど。 
 
その答えは、この本に載っている人たちが亡

くなった後とか、それくらいにならないとわ

からないんじゃないですかね。逆に僕たちが

ここに載せている写真でも、ここに写ってい

る人たちも撮影した人も亡くなってる方が多

いと思う。こうやってここに出てきてようや

く日の目をみたというか。それと一緒で、70
年後にこれを、石見銀山の昔の話を研究して

いる人が見たら、その時僕らがこれをやった

意義が出てくる。記録にする、残すって意味

ではある。70年後の人たちはこれだけの情報
をもう得られないですよね。だってみんな死

んでいるんだもん。そう思うと、案外記録す

ることも馬鹿にならない…。 
 
＞今あるものの価値ってなんだろう。何十年

後かに価値って見直されるものだけど、今

目の前にあるものにも価値があるわけで、

文化にも人にも。それってどうやって見出

したらいいんだろう？ 
「こういう些細なことが宝物だ」って、おじ

いちゃん達はわかっていても、私たち若造

は…？ 
この本に載っていることって普通の生活じゃ

ない？それを集めて１冊の本にできること

って凄い。 
 

14

今を大切にするためには欲張らないこと。今

ここにいるはずなのに遠くのものに価値を感

じるのは、意識が欲張って未来にいっちゃう

からですよね。目標がないと人間は生きづら

いと思うんです。だけど、目標が高すぎたり、

すごい欲張りな目標だったりすると、やっぱ

り今を大切にできませんよね。バランスが崩

れている人が多い。 
 
＞大森の人たちってそんなに欲張らない生活

かな？ 普通の生活をして、身近な地元のた
めに何か自分にできることを考えている。

だからこの町に暮らすんだとか。 
 
松本さんの「未来予想図」は、結局はこの町

に人を残すことなんですよ。誰もロープウェ

ーとか空港とがすごいですよね！じゃないん

ですよね。自慢できるのは遺跡であって、ロ

ープウェーとかではない。欲張っちゃうとい

ずれ見失うじゃないですか。本質は見失って

いない。 
 
＞１冊目、２冊目は、本宮さん自身の成長の

過程、証にもなっているんだ。 
 
確かに、年々成長させてもらっている気がし

ます。育てられている感覚。僕、２０歳くら

いから止まってた気がするんです。だから大

田に来て、本当に人と接する機会を得て成長

している、育てられている。最初は不信感か

ら始まり、人を信じるってこんなことか、認

められるってこんなことか、生きていくには

信用が必要なんだ、仕事ってこういう風にし

ても成り立つんだって。 
大田は何でもあると思います。保守的な雰囲
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気、ダメ出しをしているところですら何かあ

る。それさえ良くすれば。何かあるんじゃな

いかな、大田も。 
 
＞一人のおじいちゃんのお話から話が膨らん

で、まちの財産になるようなまちだから。 
 
ちなみに、この本には「世界遺産」という言

葉が出てこない。世界遺産めがけて世界遺産

になったんじゃないんです。この人たちの活

動って目標めがけていったんじゃない。自分

たちが当たり前だと、その時にできることを

足元からやっていって気づいたら積み重なっ

ていた。下地がなければ世界遺産にならなか

った。だから世界遺産を意識して欲しくなか

った。 
今、好きなことをやりたいと言っている人が

いっぱいいる。僕も好きなことや夢があって、

哲学的なこととかを考えたり、人に話を聞い

たりしているから、だから僕は臨床心理士に

なりたいなあって。憧れっていうのはすごく

いいことですけど、憧れは達成しない方がい

いと思うんです、達成しちゃうと多分人は動

けなくなる。だからこういう無理のない活動

が人間的で素敵なことなんじゃないかなって

思う。 
 
＞もっさんが公民館に勤めることを決意した

のは？ 
 
僕は大田に来た時から、ずっと聞き書きはし

たいという思いはありましたけど、人の集ま

る場所がない。逆に孤立してしまう人が多い

のは、所属する場所がないからだと思ってい

て、その居場所づくりを自分がも NPO 活動

16

するならやりたいという気持ちがずっとあっ

たんですよ。だから、ゆきみーる（NPO緑と
水の連絡会議）の活動はすごく好きで、こう

いう居場所を設けていることがすごいし、ホ

ットスペースもすごいし、色々な人が来て

色々な人が交流するという理念はすごい賛

成。これが古民家だったら見た目とか雰囲気

とかもっといいけど。 
そんな矢先に、中央公民館の地域リーダーの

活動に参加したら、そこは普段会えない人た

ちばかりじゃないですか。いいなぁって。こ

こがまた僕のひとつの居場所になったわあっ

て思って、刺激にもなって。そのキッカケが、

自分が最初ダサイと思っていた「子育てかる

た」。途中から一生懸命になったということ

は、人が集まるきっかけというのは何でもい

いんだと思ったら、公民館もやろうとしてい

ることは一緒だろうと。そこはこだわる必要

はないのかなって。人が交流するとか、それ

によって人が啓発されたり視野が広がった

り、何かを学んだりしていく場所を提供する

というのは、案外モチベーションが上げられ

るのかもしれないと思って。新しい風を吹き

込むって、自分が必要とされていること、求

められていることも分かりやすく思えてき

て。じゃあできることをやれるかな、って。

頑張んなきゃいけないな（苦笑）。 
 
＞そこに至るまでにはここの NPO（緑と水の
連絡会議）での経験？どのくらい？ 
 
１年８カ月。国際ワークキャンプ、三瓶山の

草原再生、ふろしき山・里山バイオマスの活

用とか、ホットスペース支援員、がんサロン

に参加したり、七色館の手伝いや NPO 読本
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のライターもやって、あそびたぃがぁ~（大

田市生涯学習広報誌）の取材とか、色々やり

ましたね。 
+ 
＞話を聞いていると「食わず嫌いかな」って

思ってしまうけど、実際にやってみたらはま

って一生懸命やっちゃうタイプじゃない？	
 

意外にこの人、社会に溶け込んじゃうタイ

プ？ 
 
言われて気づいたんですけど、僕はたぶん期

待をしていない方が楽しめる人なのかもしれ

ない。結局刺激を求めている。刺激って期待

をしていないところに出てくるじゃないです

か。期待していないからこそ出てくる。研究

大会の時に、最後の感想で「気負いなくひょ

っこりどっかに行って、案外楽しかったって

いう活動を僕はこれからもやっていきたいで

す」って。それは期待をしないで気負いなく

参加したり取り組むっていうことが 
いいんじゃないかなって。スリルを 
求めているんですよ、僕は。 
 
＞この本の一番の成果って何だと思 
う？ 自分にとって、このまちに 
とって。 
 
今回できる本に関して一番の成果は、 
やっぱり記録だったのかなって思い 
ます。大森の世界遺産登録の前の主 
体的な遺跡保護活動の姿って感じか 
な。それをみんなに知らせる、知っ 
てもらうというのが世の中に対して 
予測される成果。 
僕にとっての成果は、自分の言葉が 

18

ここで発信できたこと。和田さんとの校正の

やりとりで、「これもっと書いて」とか。若槻

さんが読んでくれて「ここおもしろいね」っ

て反応してくれたりとか。高橋理事長が「も

っちゃんの言葉で書いてくれて」って喜んで

くれて。と考えると、逆に僕は自分の気持ち

を人に言ってなかったんだな、特に大田市の

人には。それで、ここで言葉を発信すること

で、周りの人に反応をもらえたっていうのは、

僕にとってやってよかったと思えることでし

たね、これを作り上げたことは。 
 
＞ひとりひとりの点と点、小さなまちの中の

まだ目に見えていない星を繋いだという大き

な役目を果たしたんじゃない？ 
ひとつのテーマに沿っているんだけど、その

人たちの生き方はそれぞれで、それが繋がっ

ていて、全然違う話なんだけど、今までおぼ

ろげだった大森のまちが「すごいパワーのあ
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るまちなんだな」って気づかせてくれた本だ

ったんだけど。 
 
あまりにも僕が素でまとめていて、自分に嘘

をついていないからかも。誰かに知らしめて

やるっていう狙いはない。 
 
＞田舎は素直っていうけど、この本の中の本

宮さんは素直。「知らなかったことが知れて感

動！」っていう思いが時折言葉にのっている。

すごい衝撃だーとか、言葉で素直に書いてあ

る。読み手も素直に感じる。 
 
和田さんもそれは言ってる。「これはもっちゃ

んが本当に素直にまとめた本なんだよね」っ

て。それをお金を出して買ってもらうにはね

え…っていう意味なんですけど。 
 
＞本宮さんもセミプロだから…もっと出ても

いいんじゃないかなー。でも、これからが楽

しみですね、成果がフィードバックで返って

くる。 
この仕事をして、自分の中で変わったもの、

逆に変わらないものは？ 
 
自分の感じているものや価値観で生きている

人はいるんだって。 
例えば、俊郎さんは逆境の人なんですよ。逆

境を力に変えられる人。逆境だからここまで

できた人。たぶん、僕もそうだなって。たぶ

ん今逆境に身を置くことを恐れていると思う

んですけど、俺も逆境の中でこそ力を出せる

人と気づかせてもらったし。 
登美さんは、常に楽しんでやっている。イン

タビューに行く前にこの人の本を読んで行っ

たんですよ。「山間で起業…」みたいな。あれ

20

読んだ時に、多分この人ってそれこそ大きな

目標をもってやっていないんじゃないかなっ

て。その時その時楽しいこと、自分があるべ

きこと、こうしたいんだっていうものに従っ

てるんじゃないかなって。それを登美さんに

「目標をもって作業すると言うより、その時

楽しいことをやってきて今に至ったってタイ

プじゃないですか？」って聞いたら、笑顔で

「そうです」って。その時、「あ、その生き方

でいいんだ」って。僕はずっと目標を持って

生きなきゃって言われてきて、本当にそうか

な？って。でもそういう風にして（楽しいこ

とをやってきて）生きている人もいるんだっ

て思って安心したし、そういう風に思えたこ

とが変わったことだし、逆に言うとその価値

観とか考え方は今も変わらない。 
 
＞それは、出会った人の数だけもっさんは成

長しているわけだね？８人と出会って８つの

学びがあって。 
 
「僕は欲しいですね、そういう場が…」って

松本さんの章で書きましたけど。本音を出し

合って共感したりとか闘ったりとか。 
 
＞最後に。製作過程では聞き手でしたが、話

し手になった気分は？ 
 
これがどうまとめられるかわからない、どう

なるんだろう、大丈夫かなって思います。で

もやっぱり人の話って人それぞれだから、僕

の話は抽象的なことが多いけど、それぞれ面

白味があって、好き嫌いがあって、それはそ

れでいいんじゃないかな。これも色とりどり

ですけど。 
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